
ラジオ波焼灼療法を受ける患者様へ ラジオ波焼灼療法パス【02025-00】

入院前　　　／ ／ ／

2日目 3日目：退院

治療前 治療後 （術後1日目） （術後2日目）

目標

毎日看護師と

評価します

□治療計画がわかる □治療計画がわかる
□予定通り術前検査・処置が受けられる

□2時間の安静が守られる
□出血や腹痛などの合併症が起こらない

□出血や腹痛などの合併症が起こらない
□退院後の生活の注意点がわかる

□退院後の生活の注意点がわかる

活動範囲
□2時間の安静後からトイレまで歩行できま
す。その前にお手洗いに行きたくなった場合
ナースコールしてください

食事

飲水

□朝食は食べられますが、それ以降は食べたり飲
んだりしないでください
□昼食は食べられません

□2時間安静後夕食を食べてもかまいません
□水分は飲んでもかまいません

清潔
□シャワーはできません □シャワーに入れます

排泄

ケア

□午後　　時　　分
□場所：病棟処置室で行います
□所要時間：30～60分
1. 排尿を済ませてください
2. 15分前より点滴を開始します
3. リラックスできるように注射をします
4. 検査時はお腹を出して仰向けに寝て、右腕を頭
の方に上げます。心電図をつけます。両足の太も
もに電極を貼ります。また、血圧と酸素を左手で
測定します
5. エコーで肝臓の位置を確認します
6. エコーを当てながら腫瘍部に専用の針を刺し
て、熱を加えて焼きます。焼く時に痛みが出現す
ることがあります
7. 終了後はベッドに横になったまま帰室
8. 点滴は終了次第抜去します

□穿刺した部位にアイスノンを当てて、2時
間右向きのまま安静にしてください
□消灯前に治療後のガーゼを見て、問題なけ
れば絆創膏に貼り替えます

□穿刺部の絆創膏を剥がします

検査
□採血検査があります

薬剤

□ワーファリンは　　／　　から、医師の指
示通り中止してください
□血圧、糖尿病、心臓病の薬を飲んでいる方
は申し出てください

□入院時、内服薬を1週間分持参してくださ
い

説明

指導

□同意書を提出してください
□診断書が必要な方は1階文書センターに申し出て
ください

□途中で腹痛や気分が悪くなったら、すぐに
ナースコールで呼んでください
□2時間の安静後、最初に歩く時はふらつく
場合がありますので、ナースコールでお知ら
せください

□腹痛や気分が悪くなったら、すぐにナース
コールで呼んでください
□発熱する場合がありますので、体温が上
がったり寒気がある場合には、すぐにお知ら
せください

注）現時点で考えられる予定であり変更になることがあります 市立札幌病院　消化器内科・6階東病棟　2022年3月改訂 

□次回受診予約
□退院手続き（10時30分前後になります）
□1週間位は咳などで響くような痛みがあります。
1週間は飲酒、激しい運動、長風呂は控えましょ
う。血行が良くなり、出血しやすい状態になりま
す

□次のようなことがあればご連絡ください
1.針を刺した所から血が出て止まらない
2.お腹が常に痛い。また張っている
3.発熱が続く
日中：内科外来℡(011)726-2211(内3240)
休日・夜間：当直外来
　　　　　　　℡(011)726-2211(内2712)

　患者氏名：　　　　　　　　　　　　様　　　　入院病棟：　　　　　病棟　　　主治医：　　　　　　　　　　　受け持ち看護師：　　　　　　　　　　　No1

外来
入院日（治療当日）

／

退院基準：日常生活の注意点が理解できる


